
やまなし４パーミル・イニシアチブ農産物等認証制度の概要

認証区分

アチーブメント
（Achievement）

【実績(成果)の認証】

○土壌への炭素貯留
量の実績に基づき
認証

○取組を行う圃場、
生産された農産物
等を認証

エフォート
（Effort）

【取組（計画）の認証】

○実施する具体的な
取組について目標
を定め、土壌への
炭素貯留量が確実
に見込まれる計画
を認証

○取組を行う圃場、
生産された農産物
等を認証

認証する具体的な取組

【アチーブメント、
エフォート共通】

①草生栽培による
雑草等の投入

②堆肥、土壌改良
材等の有機物を
含む資材の投入

③生産圃場内で発
生する
剪定枝
等作物
残渣の投入

④剪定枝等を原料
として
製造し
たバイ
オ炭の投入

⑤その他炭素貯留
が見込まれる取組

認証基準・有効期間

アチーブメント

【認証基準】
・左記の取組により
土壌に年間1.0ｔ
/ha以上の炭素を
貯留する取組

【有効期間】
３年間
※毎年実績を報告

エフォート

【認証基準】
・左記の取組により
土壌に炭素を貯留
することが確実に
見込まれる計画

【有効期間】
３年間
※３年目に実績を
報告

炭素貯留の算定方法

アチーブメント

申請書に基づき、
各農務事務所が国立
研究開発法人農研機
構 農業環境変動研
究センターの「土壌
のＣＯ２吸収「見え
る化」サイト」サイ
トにより算定

エフォート

申請時に県が定め
る土壌への標準的な
炭素貯留量(下記)に
基づき申請者が算定

草生栽培 0.4t/ha/年
バイオ炭 0.2t/ha/年
剪定枝チップ 0.3t/ha/年
堆肥 0.5t/ha/年

認証マーク使用

アチーブメント、
エフォートとも

使用可能

※利用方法は、
やまなし４
パーミル・イ
ニシアチブ農
産物認証等ロ
ゴマーク使用
規定よる。

農業分野において土壌に二酸化炭素を炭素として貯留しゼロカーボン社会の実現や地球温暖化の抑制に貢献
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